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1.  平成24年3月期の連結業績（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期 27,919 2.5 617 △5.1 636 △4.9 95 ―

23年3月期 27,228 2.4 650 △0.9 669 3.7 △138 ―

（注）包括利益 24年3月期 101百万円 （―％） 23年3月期 △152百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

24年3月期 9.23 9.18 1.2 5.1 2.2
23年3月期 △13.26 ― △1.7 5.3 2.4

（参考） 持分法投資損益 24年3月期  ―百万円 23年3月期  △0百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期 12,729 7,874 61.6 755.82
23年3月期 12,418 8,074 64.8 768.93

（参考） 自己資本   24年3月期  7,836百万円 23年3月期  8,045百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

24年3月期 930 △384 △311 2,614
23年3月期 919 △984 △527 2,379

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

23年3月期 ― 13.00 ― 13.00 26.00 272 ― 3.3
24年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00 207 216.8 2.6

25年3月期(予想) ― 10.00 ― 10.00 20.00 51.8

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
 

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 14,000 2.6 230 50.5 230 32.3 90 ― 8.68
通期 29,500 5.7 800 29.5 800 25.7 400 317.1 38.58



※  注記事項 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 無

② ①以外の会計方針の変更  ： 無

③ 会計上の見積りの変更  ： 無

④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期 10,500,000 株 23年3月期 10,500,000 株

② 期末自己株式数 24年3月期 132,101 株 23年3月期 37,341 株

③ 期中平均株式数 24年3月期 10,393,735 株 23年3月期 10,442,190 株

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、財務諸表に対する監査手続が実施中です。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、予想
数値と異なる場合があります。 
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当連結会計年度におけるわが国の経済は、東日本大震災により深刻な打撃を受け、その後の電力供給

の制約や原子力災害などがあったことに加え、欧州経済危機による世界経済の停滞やタイの洪水による

生産の落ち込みなどが影響し、総じて厳しい状況が続きました。 

当社グループの属する情報サービス業界に関しましても、アウトソーシングやクラウドサービスの利

用増加、スマートフォン販売拡大によるコンテンツ需要や通信トラフィックの増加によるインフラ需

要、事業継続対策としてのデータセンター需要などの好材料があったものの、製造業を中心とした企業

の業績悪化によるIT投資抑制により、引き続き低調に推移しました。 

こうした中、当社グループは、メディカル系支援サービスや、顧客管理ソフトウェアの販売・導入支

援サービスが伸長したこと、システム開発における金融系の合併・統合需要が堅調に推移したことなど

から、売上高は前年同期比で増加しました。 

利益面では、キャンペーン支援業務の中止や延期、入力・事務業務の業務量減少、EC・決済ビジネス

への先行投資の増加などが利益を押し下げたことなどから、営業利益、経常利益ともに前年同期比で減

少しました。しかしながら、特別損失やのれん代が前年同期比で減少したことで、税制改正に伴う繰延

税金資産の取り崩し80百万円の影響をカバーし、当期純利益は黒字に回復しました。 

以上により、売上高は279億19百万円（前年同期比2.5％増）、営業利益は６億17百万円（前年同期比

5.1％減）、経常利益は６億36百万円（前年同期比4.9％減）、当期純利益は95百万円（前年同期は１億

38百万円の純損失）となりました。 

  

（サービス別営業概況） 

ビジネスプロセスアウトソーシング（BPO）は、入力・事務業務が業務量減少などが影響したもの

の、メディカル系支援サービスが引き続き伸長したことなどから、売上高は169億77百万円（前年同期

比1.1％増）となりました。 

ソフトウェアソリューション（SS）は、アライアンスを強化したOracle CRM On Demandの販売拡大

や、名寄せ処理ソフトウェアTrilliumの導入支援サービスが伸長したことなどから、売上高は19億1百

万円（前年同期比4.7％増）となりました。 

システムインテグレーション（SI）は、損害保険会社や信託銀行の合併・統合に伴うシステム開発・

保守需要が引き続き堅調に推移したことなどから、売上高は90億17百万円（前年同期比4.9％増）とな

りました。 

その他システム機器販売等は、システム開発に付随する情報機器の販売と保険代理店収入などで、売

上高は23百万円（前年同期比10.1％減）となりました。 

  

１．経営成績

（１）経営成績に関する分析
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（次期の見通し） 

次期の景気につきましては、欧州債務危機や原油高などに対する不安が依然として残るものの、海外

主要国の景況感の回復、震災復興の本格化などの政策効果により、経済は緩やかに回復過程に向かうも

のと予想されます。 

こうした中、当社グループは、金融業界を中心とする再編にかかわる案件への更なる注力、有力企業

とのアライアンス事業の拡大、アジア圏事業の新規展開、コスト削減・採算管理の徹底、業務の効率化

などを推進し、後述の方針に沿って売上高の拡大と利益の確保にグループ一丸となって取り組んでまい

ります。 

  

＜次期の基本方針＞ 

・事業拡大 

主要顧客である金融業界の深耕、新規市場開拓、新サービス・新ソリューション創出、アライアン

スによる事業領域の拡大を推進する。 

・競争力強化 

品質と原価管理を徹底し、プロジェクトの損益を明確化することで、業務効率化を推進し、競争力

を強化する。 

  

以上を踏まえ、次期の業績見通しについては次のとおりとなります。 

  

平成25年３月期の連結業績予想（平成24年４月１日～平成25年３月31日） 

 
（注）上記の予想は、現時点で入手可能な情報を基に当社で判断したものです。予想に内在する様々な不確定要因や

今後の事業運営における内外の状況変化等により、実際の業績と異なる場合がございます。 

  

通  期 前年同期比

売  上  高 295億00百万円 5.7％増

 うち、ＢＰＯ（ビジネスプロセスアウトソーシング） 178億50百万円 5.1％増

 うち、ＳＳ（ソフトウェアソリューション） 20億80百万円 9.4％増

 うち、ＳＩ（システムインテグレーション） 95億50百万円 5.9％増

  うち、その他システム機器販売等 20百万円 13.4％減

営 業 利 益 ８億00百万円 29.5％増

経 常 利 益 ８億00百万円 25.7％増

当 期 純 利 益 ４億00百万円 317.1％増
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①資産、負債及び純資産の状況 

(資産) 

流動資産は、有価証券が減少したものの、現金及び預金、受取手形及び売掛金の増加などにより、83

億91百万円（前年同期比5.9％増）となりました。 

 固定資産は、のれんの償却などにより43億37百万円（前年同期比3.5％減）となりました。 

 以上の結果、総資産は、127億29百万円（前年同期比2.5％増）となりました。 

  

(負債) 

流動負債は、未払法人税等が減少したものの、未払費用、預り金の増加などにより37億82百万円（前

年同期比5.7％増）となりました。 

 固定負債は、リース債務、退職給付引当金の増加などにより、10億72百万円（前年同期比40.1％増）

となりました。 

 以上の結果、負債は48億54百万円（前年同期比11.7％増）となりました。 

  

(純資産) 

純資産は、配当金の支払などにより、78億74百万円（前年同期比2.5％減）となりました。 

  

 ②キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べて

２億34百万円増加し、当連結会計年度末には、26億14百万円となりました。 

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果増加した資金は、９億30百万円(前年同期は９億19百万円の増加)となりました。 

これは主に、法人税等の支払額が５億95百万円あったものの、税金等調整前当期純利益が６億18百万

円、減価償却費が６億15百万円、のれん償却額が１億67百万円あったこと等によるものであります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果減少した資金は、３億84百万円(前年同期は９億84百万円の減少)となりました。 

これは主に、有価証券の売却による収入が５億円あったものの、有価証券の取得による支出が４億

円、無形固定資産の取得による支出が２億72百万円、有形固定資産の取得による支出が１億97百万円あ

ったこと等によるものであります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果減少した資金は、３億11百万円(前年同期は５億27百万円の減少)となりました。 

これは主に、配当金の支払額が２億37百万円、自己株式の取得による支出が70百万円あったこと等に

よるものであります。 

（２）財政状態に関する分析
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なお、当社グループのキャッシュ・フロー指標のトレンドは下記のとおりであります。  

 
(注)  自己資本比率：自己資本／総資産 

      時価ベースでの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

      キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

      インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

１．いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

２．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数(自己株式を除く)により算出しております。 

３．有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対象として

おります。 

４．営業キャッシュ・フロー及び利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書に計上されている「営業活動による

キャッシュ・フロー」及び「利息の支払額」を用いております。 

  

当社は、株主尊重を重要な経営政策のひとつとして位置付けております。利益の配分につきまして

は、将来の事業基盤拡大に備えた内部留保と財務体質の強化を図りながら、株主に対する継続的で安定

的な配当を実施することを基本方針としております。 

内部留保金につきましては、技術革新や事業拡大に対応して、研究開発投資・設備投資を適宜実施

し、新規事業の創出、新商品の開発、新技術の導入、BPOセンターの新設など、競争優位性を確保する

ために有効に投資してまいります。  

また当社は、中間配当と期末配当の年２回の剰余金の配当を行うこととしており、これらの剰余金の

配当の決定機関は、期末配当については株主総会、中間配当については取締役会であります。 

上記方針に基づいて、当期の配当金につきましては、中間配当10円を合わせて、１株につき20円の年

間配当を実施する予定であります。 

また、次期の配当金につきましては、事業環境や業績等を勘案し、１株につき20円の年間配当を見込

んでおります。  

平成23年３月期 平成24年３月期

自己資本比率（％） 64.8 61.6

時価ベースの自己資本比率（％） 67.1 60.6

キャッシュ・フロー対有利子負債比率
（％）

19.5 49.5

インタレスト・カバレッジ・レシオ(倍） 195.4 107.8

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

(株)アグレックス（4799）　平成24年３月期　決算短信

- 5 -



  
  

当社グループの事業に係るリスクについて 

ａ．人材の確保について 

当社グループは、事業の拡大を図るために、優秀な技術者や業務スタッフの確保が必要不可欠であり

ます。ビジネスプロセスアウトソーシングにおいては、優秀な技術者や業務経験者の確保とともに、事

務処理・データ入力サービスにおける優秀な業務スタッフの確保が必要であります。また、ソフトウェ

アソリューション及びシステムインテグレーションにおいても、優秀な技術者の確保が必要でありま

す。人材獲得競争の激化により当社が必要とする優秀な人材を確保できない場合には、事業展開が制約

される可能性、さらには業績に影響を及ぼす可能性があります。 

ｂ．技術の進展等について 

当社グループの事業は、情報技術、通信技術に密接に関連しており、これらの技術分野は、技術の進

展が著しいという特徴を有しております。当社グループが想定していないような新技術・新サービスの

普及などにより事業環境が劇的に変化し、その対応が遅れた場合には、受注の減少など経営成績に影響

を及ぼす可能性があります。また、新規参入・競合の状況によっても、業績が影響を受ける可能性があ

ります。  

ｃ．顧客情報の管理について 

当社グループは、ビジネスプロセスアウトソーシングにおいて顧客情報を大量に取り扱っておりま

す。当社では、プライバシーマーク制度（注１）やISMS適合性評価制度（注２）の認証を取得するな

ど、情報管理及び社員の教育には十分留意しておりますが、万が一、顧客情報の流出等が発生した場合

には、事業展開が制約される可能性、さらには業績に影響を及ぼす可能性があります。 

（注１） プライバシーマーク制度：日本工業規格「JIS Q 15001個人情報保護マネジメントシステム―要求事項」に

適合して、一般財団法人日本情報経済社会推進協会が、個人情報について適切な保護措置を講ずる体制を整備

している事業者等を認定して、その旨を示すプライバシーマークを付与し、事業活動に関してプライバシーマ

ークの使用を認める制度。  

（注２） ISMS適合性評価制度：企業の情報セキュリティマネジメントシステム(ISMS)が、ISO/IEC27001及び「JIS Q 

27001」に基づく認証基準に適合することを認定する財団法人日本情報処理開発協会(JIPDEC)の評価制度。  

ｄ．プロジェクト採算の管理について  

当社グループは、ソフトウェアソリューション及びシステムインテグレーションにおいて、見積り精

度の向上、プロジェクトマネジメントの強化等に努め、効率的なシステム開発をめざしております。し

かしながら、作業開始後の仕様変更、納入後の不具合発生など、当初見積りを超える作業工数の発生に

より、プロジェクトの採算が悪化した場合、業績に影響を及ぼす可能性があります。  

（４）事業等のリスク
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当社グループは、当社、連結子会社６社で構成されており、ビジネスプロセスアウトソーシング

（BPO）、ソフトウェアソリューション（SS）、システムインテグレーション（SI）の３つを主な事業と

しております。 

また、親会社としてITホールディングス株式会社がありますが、同社は傘下子会社及びグループの経営

管理ならびにそれに付帯する業務を行っております。 

各事業に係る主な事業内容と主要な関係会社は、概ね次のとおりであります。  

  

２．企業集団の状況
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当社は、「人とITのチカラでお客様の価値創造を支援し、豊かで活力ある社会の実現に貢献する」こ

とを企業使命にしております。当社の事業は、お客様にサービスを提供する“人”と、それを支えるIT

で成り立っています。人とITのチカラを最大限に発揮して、お客様の価値創造を支援することで、“お

客様のお客様”の満足感が高まり、その満足の輪が広がれば、社会がより豊かになっていくと考えてお

ります。  

「お客様、社員、株主、そして社会の期待に応え、長期にわたって成長し、企業価値を高める」こと

をめざしていきます。 

  

売上高及び営業利益の増加による継続的な成長を基本的な経営指標として設定し、経営効率と生産性

の向上を図り、企業価値を高めてまいります。 

  

前中期経営計画では、リーマンショック後の世界的不況・東日本大震災・欧州金融危機などの外部環

境の激変により戦略展開が十分に行えなかったことなどから、目標は未達となりました。 

しかし、システムセンターの東西２拠点体制確立、金融機関の合併・統合需要の取込み、ACメディカ

ル株式会社の設立等、重要な事業施策を実行するとともに、統合化・融合化策、大規模機構改革等を実

施することによって事業基盤の整備を推進してきました。 

  

前中期経営計画の実行結果を踏まえ、平成24年４月から始まる３カ年の新中期経営計画「VALUE 

INNOVATION X」を策定いたしました。 

新中期経営計画においては、二つのマーケティングと三つのイノベーションを基本戦略とし、2015年

3月期において売上目標400億円、営業利益20億円とし、「VPP※ (Value Process Provider)の地位を確

固たるもの」にしてまいる所存です。 

  

 ※ 「社内外のリソースや商品・サービスの総合化・融合化を図り、お客様にとってより付加価値の高いサービス

やソリューションを提供するプロバイダー」 

  

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

（２）目標とする経営指標

（３）中長期的な会社の経営戦略及び会社の対処すべき課題
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＜中期経営計画＞ 

◆基本戦略 

二つのマーケティング 

○攻めのマーケティング： 

新規市場開拓や新サービス・新ソリューション創出を推進する。 

○顧客価値を高めるマーケティング： 

お客様の業務改革支援のためのマーケティングを進め、業務ノウハウ・技術・システム・設備な

どを複合化した付加価値の高いサービスを提供する。 

三つのイノベーション 

○コスト・品質イノベーション： 

生産拠点の再構築、品質・プロジェクト管理強化、技術力向上などを推進する。 

○人材イノベーション： 

人事・人材に関する社内の意識改革を実行し、組織に活力を与え、事業の推進力を高める。 

○経営管理イノベーション： 

経営管理の質と効率を高めるとともに、見える化を推進する。 
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４．連結財務諸表
（１）連結貸借対照表

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当連結会計年度
(平成24年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,322,429 2,663,274

受取手形及び売掛金 3,683,591 3,918,446

有価証券 301,303 201,387

仕掛品 437,490 452,559

原材料及び貯蔵品 10,258 14,707

繰延税金資産 621,639 556,699

その他 563,352 590,646

貸倒引当金 △17,335 △6,252

流動資産合計 7,922,729 8,391,469

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 860,206 901,726

減価償却累計額 △451,177 △515,993

建物及び構築物（純額） 409,029 385,733

機械装置及び運搬具 332,823 341,881

減価償却累計額 △149,753 △191,526

機械装置及び運搬具（純額） 183,070 150,355

工具、器具及び備品 1,634,952 1,625,684

減価償却累計額 △1,225,479 △1,286,899

工具、器具及び備品（純額） 409,473 338,785

土地 205,976 205,976

リース資産 209,965 482,952

減価償却累計額 △42,781 △101,247

リース資産（純額） 167,183 381,704

有形固定資産合計 1,374,733 1,462,555

無形固定資産

のれん 285,588 117,682

ソフトウエア 566,524 686,773

その他 280,601 195,717

無形固定資産合計 1,132,714 1,000,172

投資その他の資産

投資有価証券 432,756 456,139

敷金及び保証金 1,090,236 1,042,618

長期預金 100,000 －

繰延税金資産 330,145 314,980

その他 36,596 62,047

貸倒引当金 △1,015 △579

投資その他の資産合計 1,988,718 1,875,206

固定資産合計 4,496,166 4,337,935

資産合計 12,418,896 12,729,404

(株)アグレックス（4799）　平成24年３月期　決算短信

- 10 -



（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当連結会計年度
(平成24年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 398,054 417,312

未払費用 1,055,314 1,183,865

未払法人税等 348,368 197,702

未払消費税等 190,683 189,180

賞与引当金 1,189,743 1,164,997

製品保証引当金 1,000 1,000

受注損失引当金 4,000 －

その他 391,954 628,167

流動負債合計 3,579,118 3,782,225

固定負債

退職給付引当金 558,461 654,626

長期未払金 59,888 80,064

リース債務 147,181 337,626

固定負債合計 765,531 1,072,317

負債合計 4,344,650 4,854,542

純資産の部

株主資本

資本金 1,292,192 1,292,192

資本剰余金 1,493,807 1,493,807

利益剰余金 5,351,996 5,208,100

自己株式 △47,017 △117,390

株主資本合計 8,090,979 7,876,710

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △45,908 △40,469

その他の包括利益累計額合計 △45,908 △40,469

新株予約権 29,175 38,620

純資産合計 8,074,246 7,874,861

負債純資産合計 12,418,896 12,729,404
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書
連結損益計算書

（単位：千円）

前連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

売上高 27,228,029 27,919,616

売上原価 ※1 22,634,773 ※1 23,365,297

売上総利益 4,593,255 4,554,318

販売費及び一般管理費

役員報酬 242,422 260,657

給料手当及び賞与 1,530,612 1,503,939

賞与引当金繰入額 190,612 219,282

地代家賃 426,441 386,768

採用費 57,311 72,010

その他 ※2 1,494,943 ※2 1,493,950

販売費及び一般管理費合計 3,942,344 3,936,608

営業利益 650,911 617,710

営業外収益

受取利息 3,293 5,934

為替差益 4,543 1,336

貸倒引当金戻入額 4,099 10,598

保険返戻金 2,795 2,357

保険事務手数料 3,994 3,552

助成金収入 4,205 1,709

その他 7,443 13,827

営業外収益合計 30,376 39,317

営業外費用

支払利息 5,138 8,655

投資事業組合運用損 1,958 －

創立費 1,226 －

開業費 1,551 －

支払補償費 － 3,095

事務所移転費用 － 6,944

その他 2,385 1,913

営業外費用合計 12,260 20,610

経常利益 669,027 636,417

特別利益

固定資産売却益 － ※3 1,666

特別利益合計 － 1,666
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
 至 平成24年３月31日)

特別損失

固定資産除却損 ※4 5,794 ※4 18,459

事務所移転費用 ※5 111,921 －

投資有価証券評価損 6,638 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 110,538 －

減損損失 ※6 18,030 －

災害による損失 ※7 41,673 －

その他 17,098 1,436

特別損失合計 311,696 19,895

税金等調整前当期純利益 357,331 618,188

法人税、住民税及び事業税 560,284 449,887

法人税等調整額 △61,306 72,402

法人税等合計 498,977 522,290

少数株主損益調整前当期純利益又は少数株主損益調整
前当期純損失（△）

△141,646 95,897

少数株主損失（△） △3,144 －

当期純利益又は当期純損失（△） △138,501 95,897
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連結包括利益計算書
(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
 至 平成24年３月31日)

少数株主損益調整前当期純利益又は少数株主損益調整
前当期純損失（△）

△141,646 95,897

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △10,998 5,439

その他の包括利益合計 △10,998 ※1 5,439

包括利益 △152,644 101,337

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △149,500 101,337

少数株主に係る包括利益 △3,144 －
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（３）連結株主資本等変動計算書
（単位：千円）

前連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

株主資本

資本金

当期首残高 1,292,192 1,292,192

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,292,192 1,292,192

資本剰余金

当期首残高 1,493,807 1,493,807

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,493,807 1,493,807

利益剰余金

当期首残高 5,802,163 5,351,996

当期変動額

剰余金の配当 △270,961 △239,793

当期純利益又は当期純損失（△） △138,501 95,897

自己株式の処分 △40,704 －

当期変動額合計 △450,167 △143,895

当期末残高 5,351,996 5,208,100

自己株式

当期首残高 △150,473 △47,017

当期変動額

自己株式の処分 103,473 －

自己株式の取得 △17 △70,373

当期変動額合計 103,456 △70,373

当期末残高 △47,017 △117,390

株主資本合計

当期首残高 8,437,690 8,090,979

当期変動額

剰余金の配当 △270,961 △239,793

当期純利益又は当期純損失（△） △138,501 95,897

自己株式の処分 62,769 －

自己株式の取得 △17 △70,373

当期変動額合計 △346,710 △214,269

当期末残高 8,090,979 7,876,710
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金

当期首残高 △34,909 △45,908

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△10,998 5,439

当期変動額合計 △10,998 5,439

当期末残高 △45,908 △40,469

その他の包括利益累計額合計

当期首残高 △34,909 △45,908

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△10,998 5,439

当期変動額合計 △10,998 5,439

当期末残高 △45,908 △40,469

新株予約権

当期首残高 18,709 29,175

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 10,466 9,445

当期変動額合計 10,466 9,445

当期末残高 29,175 38,620

少数株主持分

当期首残高 64,039 －

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △64,039 －

当期変動額合計 △64,039 －

当期末残高 － －

純資産合計

当期首残高 8,485,529 8,074,246

当期変動額

剰余金の配当 △270,961 △239,793

当期純利益又は当期純損失（△） △138,501 95,897

自己株式の処分 62,769 －

自己株式の取得 △17 △70,373

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △64,572 14,885

当期変動額合計 △411,283 △199,384

当期末残高 8,074,246 7,874,861
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：千円）

前連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 357,331 618,188

減価償却費 560,724 615,375

のれん償却額 211,656 167,922

長期前払費用償却額 21,168 16,805

賞与引当金の増減額（△は減少） 22,517 △24,604

退職給付引当金の増減額（△は減少） 90,561 96,164

製品保証引当金の増減額（△は減少） △2,000 －

受注損失引当金の増減額（△は減少） 2,160 △4,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） △51,684 △11,518

受取利息及び受取配当金 △4,399 △7,178

支払利息 5,138 8,655

持分法による投資損益（△は益） 118 －

固定資産除却損 69,306 18,449

固定資産売却損益（△は益） － △1,391

投資有価証券評価損益（△は益） 6,638 －

投資有価証券売却損益（△は益） － 1,161

投資事業組合運用損益（△は益） 1,958 △1,741

売上債権の増減額（△は増加） 47,956 △169,808

たな卸資産の増減額（△は増加） △117,747 △19,518

その他の流動資産の増減額（△は増加） 107,179 △9,154

長期前払費用の増減額（△は増加） △15,991 △36,082

仕入債務の増減額（△は減少） 57,762 19,258

未払費用の増減額（△は減少） △123,749 122,633

未払消費税等の増減額（△は減少） 21,437 10,116

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 110,538 －

その他の流動負債の増減額（△は減少） 20,374 117,197

その他の固定負債の増減額（△は減少） △5 △5,253

その他 45,595 9,429

小計 1,444,548 1,531,106

利息及び配当金の受取額 3,072 2,869

利息の支払額 △4,706 △8,633

法人税等の還付額 2,721 522

法人税等の支払額 △525,748 △595,193

営業活動によるキャッシュ・フロー 919,886 930,672
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △6,068 △6,025

短期貸付けによる支出 △200,400 △500,400

短期貸付金の回収による収入 390 500,210

有価証券の取得による支出 △700,000 △400,000

有価証券の売却による収入 500,000 500,000

有形固定資産の取得による支出 △434,991 △197,492

無形固定資産の取得による支出 △438,685 △272,342

投資有価証券の取得による支出 △41,056 △26,127

投資有価証券の売却及び償還による収入 255,271 16,352

その他の支出 △192,693 △50,406

その他の収入 273,283 51,751

投資活動によるキャッシュ・フロー △984,948 △384,480

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 800,000 800,000

短期借入金の返済による支出 △1,030,000 △800,000

配当金の支払額 △273,040 △237,700

自己株式の取得による支出 △17 △70,373

その他 △24,913 △3,214

財務活動によるキャッシュ・フロー △527,971 △311,288

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △593,033 234,903

現金及び現金同等物の期首残高 2,972,516 2,379,482

現金及び現金同等物の期末残高 ※1 2,379,482 ※1 2,614,386
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該当事項はありません。 

  

１．連結の範囲に関する事項 

(1) 連結子会社の数 

    ６社 

(2) 主要な連結子会社の名称 

アグレックスファインテクノ㈱ 

登録管理ネットワーク㈱ 

ＡＣメディカル㈱ 

なお、非連結子会社はありません。 

  

２．持分法の適用に関する事項 

(1) 持分法を適用した関連会社の名称等 

該当事項はありません。 

(2) 持分法を適用しない関連会社の名称等 

  該当事項はありません。 

なお、持分法を適用しない関連会社でありました潤東医薬研発（上海）有限公司は、当連結会計年度

において第三者割当増資により持分比率が低下したため、関連会社ではなくなりました。 

  

３．連結子会社の事業年度等に関する事項 

すべての連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。 

  

４．会計処理基準に関する事項 

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法 

①  有価証券 

その他有価証券 

時価のあるもの 

決算日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移

動平均法により算定)を採用しております。 

時価のないもの 

移動平均法による原価法を採用しております。 

ただし、投資事業有限責任組合出資金は個別法によっており、組合決算の損益を営業外収益又は

営業外費用として計上する方法を採用しております。 

（５）継続企業の前提に関する注記

（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項
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②  たな卸資産 

仕掛品 

個別法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定)を採用

しております。 

貯蔵品 

最終仕入原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定)を採用して

おります。 

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法 

①  有形固定資産(リース資産を除く) 

定率法を採用しております。 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

 
②  無形固定資産(リース資産を除く) 

定額法を採用しております。 

ただし、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づく定額法、

市場販売目的のソフトウェアについては、見込販売数量に基づく償却額と見込有効期間(３年)に基づ

く均等配分額とを比較し、いずれか大きい額を償却する方法を採用しております。 

③  リース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前

のリース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

建物 ３～27年

構築物 10～20年

機械装置 10～12年

工具、器具及び備品 ３～20年
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(3) 重要な引当金の計上基準 

①  貸倒引当金 

債権の貸倒れに備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

②  賞与引当金 

従業員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額を計上しております。 

③  製品保証引当金 

プログラムの無償補修費用の支出に備えるため、過去の実績に基づく将来発生見込額を計上してお

ります。 

④  受注損失引当金 

請負契約に係る案件のうち、当連結会計年度末時点で将来の損失が見込まれ、かつ、当該損失額を

合理的に見積もることが可能なものについて、翌連結会計年度以降に発生が見込まれる損失額を計上

しております。 

⑤  退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務の見込額に基づき発生し

ていると認められる額を計上しております。 

(4) 重要な収益及び費用の計上基準 

(受注制作のソフトウェア取引に係る売上高及び売上原価の計上基準) 

イ  当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められるソフトウェア取引 

進行基準(進捗率の見積りは原価比例法) 

ロ  その他のソフトウェア取引 

完成基準 

(5) のれんの償却方法及び償却期間 

のれんは、５年で均等償却しております。 

(6) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリ

スクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。 

  

５．その他連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

消費税等の会計処理 

税抜方式によっております。 
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(連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

前連結会計年度において、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めておりました

「自己株式の取得による支出」は、重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとして

おります。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行ってお

ります。 

この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「財務活動によるキャッシ

ュ・フロー」の「その他」に表示していた17千円は、「自己株式の取得による支出」17千円として組み

替えております。 

  

(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用) 

   当連結会計年度の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用してお

ります。 

  

(法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正) 

   平成23年12月２日に「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を

改正する法律」（平成23年法律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実行するために

必要な財源の確保に関する特別措置法」（平成23年法律第117号）が交布され、平成24年４月１日以降開

始する事業年度より法人税率が変更されることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金

負債の計算に使用される法定実効税率は、一時差異等に係る解消時期に応じて以下のとおりとなりま

す。 

 平成24年４月１日から平成27年３月31日 38.0％ 

 平成27年４月１日以降 35.6％ 

 この税率の変更により繰延税金資産の純額が83,288千円減少し、当連結会計年度に費用計上された法

人税等調整額の金額が80,740千円増加しております。 

（７）表示方法の変更

（８）追加情報
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※１  前連結会計年度(自  平成22年４月１日 至  平成23年３月31日) 

期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、たな卸資産評価損9,000千円が売上原

価に含まれております。また、売上原価に含まれる製品保証引当金繰入額は1,000千円であり、受注損

失引当金繰入額は4,000千円であります。 

  

当連結会計年度(自  平成23年４月１日 至  平成24年３月31日) 

期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、たな卸資産評価損34,900千円が売上原

価に含まれております。また、売上原価に含まれる製品保証引当金繰入額は1,000千円であります。 

  

※２  研究開発費の総額 

 
  

※３  固定資産売却益の内訳は次のとおりであります。 

 
  

※４  固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。 

 
  

※５  事務所移転費用のうち、固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。 

 
  

（９）連結財務諸表に関する注記事項

(連結損益計算書関係)

前連結会計年度
(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

一般管理費に含まれる研究開発費 17,341千円 20,935千円

前連結会計年度
(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

ソフトウェア ―千円 1,666千円

計 ―千円 1,666千円

前連結会計年度
(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

建物及び構築物 2,396千円 5,267千円

器具及び備品 3,060千円 10,804千円

ソフトウェア 337千円 2,388千円

計 5,794千円 18,459千円

前連結会計年度
(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

建物及び構築物 57,395千円 ―千円

器具及び備品 5,841千円 ―千円

計 63,236千円 ―千円
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※６  減損損失 

前連結会計年度(自  平成22年４月１日 至  平成23年３月31日) 

当社グループは、当連結会計年度において、以下の減損損失を認識しました。 

 
現在の事業環境及び今後の見通しを勘案した結果、当社連結子会社クロノバ㈱に係るのれんの評価を

見直し、のれんの帳簿価額全額を減損損失として特別損失に計上しております。 

  

当連結会計年度(自  平成23年４月１日 至  平成24年３月31日) 

   該当事項はありません。 

  

※７  災害による損失 

  前連結会計年度(自  平成22年４月１日 至  平成23年３月31日) 

災害による損失は、平成23年３月に発生した東日本大震災による損失を計上しており、その主な内訳

は、稼動休止による固定費等41,673千円であります。 

  

当連結会計年度(自  平成23年４月１日 至  平成24年３月31日) 

   該当事項はありません。 

  

  当連結会計年度(自  平成23年４月１日 至  平成24年３月31日) 

※1 その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額 

用途 場所 種類
減損損失
(千円)

－ － のれん 18,030

(連結包括利益計算書関係)

その他有価証券評価差額金

 当期発生額 13,141千円

 組替調整額 ―千円

  税効果調整前 13,141千円

  税効果額 △7,701千円

  その他有価証券評価差額金 5,439千円

その他の包括利益合計 5,439千円
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前連結会計年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日) 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 
(注）１．普通株式の自己株式の増加23株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。 

２．普通株式の自己株式の減少82,159株は、株式交換による減少であります。 

  

２．新株予約権に関する事項 

 
  

３．配当に関する事項 

  (1) 配当金支払額 

 
  

  (2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの 

 
  

(連結株主資本等変動計算書関係)

当連結会計年度期首 
株式数(株)

当連結会計年度
増加株式数(株)

当連結会計年度
減少株式数(株)

当連結会計年度末
株式数(株)

発行済株式

普通株式 10,500,000 ― ― 10,500,000

合計 10,500,000 ― ― 10,500,000

自己株式

普通株式 119,477 23 82,159 37,341

合計 119,477 23 82,159 37,341

区分 新株予約権の内訳
新株予約権の
目的となる 
株式の種類

新株予約権の目的となる株式の数(株) 当連結会計
年度末残高
(千円)当連結会計

年度期首
当連結会計
年度増加

当連結会計 
年度減少

当連結会計 
年度末

提出会社 
(親会社)

ストック・オプショ
ンとしての新株予約
権

― ― ― ― ― 29,175

合計 ― ― ― ― ― 29,175

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日

平成22年６月23日 
定時株主総会

普通株式 134,946 13.0 平成22年３月31日 平成22年６月24日

平成22年10月29日 
取締役会

普通株式 136,014 13.0 平成22年９月30日 平成22年12月７日

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
配当の原資

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年６月22日 
定時株主総会

普通株式 136,014 利益剰余金 13.0 平成23年３月31日 平成23年６月23日
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当連結会計年度(自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日) 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 
(注）普通株式の自己株式の増加94,700株は、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条の規

定に基づく自己株式の取得による増加であります。 

普通株式の自己株式の増加60株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。 

  

２．新株予約権に関する事項 

 
  

３．配当に関する事項 

  (1) 配当金支払額 

 
  

  (2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの 

 
  

当連結会計年度期首 
株式数(株)

当連結会計年度
増加株式数(株)

当連結会計年度
減少株式数(株)

当連結会計年度末
株式数(株)

発行済株式

普通株式 10,500,000 ― ― 10,500,000

合計 10,500,000 ― ― 10,500,000

自己株式

普通株式 37,341 94,760 ― 132,101

合計 37,341 94,760 ― 132,101

区分 新株予約権の内訳
新株予約権の
目的となる 
株式の種類

新株予約権の目的となる株式の数(株) 当連結会計
年度末残高
(千円)当連結会計

年度期首
当連結会計
年度増加

当連結会計 
年度減少

当連結会計 
年度末

提出会社 
(親会社)

ストック・オプショ
ンとしての新株予約
権

― ― ― ― ― 38,620

合計 ― ― ― ― ― 38,620

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日

平成23年６月22日 
定時株主総会

普通株式 136,014 13.0 平成23年３月31日 平成23年６月23日

平成23年10月28日 
取締役会

普通株式 103,778 10.0 平成23年９月30日 平成23年12月９日

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
配当の原資

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成24年６月20日 
定時株主総会

普通株式 103,678 利益剰余金 10.0 平成24年３月31日 平成24年６月21日
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※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。 

    (連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前連結会計年度
(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

現金及び預金勘定 2,322,429千円 2,663,274千円

有価証券 
(追加型公社債投資信託)

101,303千円 101,387千円

預入期間が３か月を超える 
定期預金

△44,250千円 △150,275千円

現金及び現金同等物 2,379,482千円 2,614,386千円
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１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。 

 当社は、サービス別の「ビジネスプロセスアウトソーシング」、「ソフトウェアソリューション」、

「システムインテグレーション」及び「その他システム機器販売等」の４つを報告セグメントとしてお

ります。 

 「ビジネスプロセスアウトソーシング」では、ＩＴを活用して顧客の業務プロセスの改善・変革を支

援し、業務を一括して受託しております。「ソフトウェアソリューション」では、自社開発のソフトウ

ェアパッケージや他社商品を組み合わせ、顧客の課題解決を支援しております。「システムインテグレ

ーション」では、顧客の情報システムの調査・分析・企画からシステム開発、インフラ構築、運用・保

守まで一貫して支援しております。「その他システム機器販売等」はシステム開発に付随する情報機器

の販売等を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産の金額の算定方法 

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な

事項」における記載と概ね同一であります。 

  

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産の金額に関する情報  

  前連結会計年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

 
(注）１．セグメント利益の調整額△3,942,344千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△3,942,344千 

           円であります。全社費用は、販売費及び一般管理費であります。 

     ２．セグメント資産の調整額12,418,896千円は、各報告セグメントに配分していない共有資産12,418,896千円で

         あります。 

     ３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１、
２

連結
損益計算書
計上額 
(注）３

ビジネス 
プロセス 
アウトソ
ーシング

ソフトウ
ェアソリ
ューショ

ン

システム
インテグ
レーショ

ン

その他
システム 
機器販売

等

計

売上高

外部顧客への売上高 16,788,075 1,816,348 8,597,891 25,713 27,228,029 － 27,228,029

セグメント間の内部 
売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 16,788,075 1,816,348 8,597,891 25,713 27,228,029 － 27,228,029

セグメント利益 2,444,881 798,375 1,343,912 6,086 4,593,255 △3,942,344 650,911

セグメント資産 － － － － － 12,418,896 12,418,896
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  当連結会計年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日) 

 
(注）１．セグメント利益の調整額△3,936,608千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△3,936,608千 

           円であります。全社費用は、販売費及び一般管理費であります。 

     ２．セグメント資産の調整額12,729,404千円は、各報告セグメントに配分していない共有資産12,729,404千円で

         あります。 

     ３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

    前連結会計年度（自平成22年４月１日 至平成23年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

   セグメント情報の中で同様の情報が開示されているため、記載を省略しております。 

  

２．地域ごとの情報 

  (1)売上高 

 本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略してお

ります。 

  (2)有形固定資産 

 本邦以外に所有している有形固定資産がないため、該当事項はありません。 

  

３．主要な顧客ごとの情報 

 外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載は

ありません。 

  

（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注）1、２

連結
損益計算書
計上額 
(注）３

ビジネス 
プロセス 
アウトソ
ーシング

ソフトウ
ェアソリ
ューショ

ン

システム
インテグ
レーショ

ン

その他
システム 
機器販売

等

計

売上高

外部顧客への売上高 16,977,350 1,901,896 9,017,261 23,107 27,919,616 － 27,919,616

セグメント間の内部 
売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 16,977,350 1,901,896 9,017,261 23,107 27,919,616 － 27,919,616

セグメント利益 2,431,203 873,092 1,246,069 3,952 4,554,318 △3,936,608 617,710

セグメント資産 － － － － － 12,729,404 12,729,404

(関連情報)
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    当連結会計年度（自平成23年４月１日 至平成24年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

   セグメント情報の中で同様の情報が開示されているため、記載を省略しております。 

  

２．地域ごとの情報 

  (1)売上高 

 本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略してお

ります。 

  (2)有形固定資産 

 本邦以外に所有している有形固定資産がないため、該当事項はありません。 

  

３．主要な顧客ごとの情報 

 外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載は

ありません。 

  

    前連結会計年度（自平成22年４月１日 至平成23年３月31日） 

 固定資産の減損損失については、報告セグメントに配分しておりません。 

 当連結会計年度における固定資産の減損損失の計上額は18,030千円であります。 

  

    当連結会計年度（自平成23年４月１日 至平成24年３月31日） 

 該当事項はありません。 

  

    前連結会計年度（自平成22年４月１日 至平成23年３月31日） 

 のれんの償却額等については、報告セグメントに配分しておりません。 

 当連結会計年度におけるのれんの償却額は211,656千円、のれんの未償却残高は285,588千円でありま

す。 

  

    当連結会計年度（自平成23年４月１日 至平成24年３月31日） 

 のれんの償却額等については、報告セグメントに配分しておりません。 

 当連結会計年度におけるのれんの償却額は167,922千円、のれんの未償却残高は117,682千円でありま

す。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

  

  

(報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報)

(報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報)

(報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報)
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(注) １．１株当たり当期純利益金額又は純損失金額(△）及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の

基礎は、以下のとおりであります。 

  

 
  

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

 
  

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

１株当たり純資産額 768.93円 755.82円

１株当たり当期純利益金額又は純損
失金額（△）

△13.26円 9.23円

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益金額

― 9.18円

項目
前連結会計年度

(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

１株当たり当期純利益金額又は純損失金額（△）

 当期純利益又は純損失（△）(千円) △138,501 95,897

 普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

 普通株式に係る当期純利益又は純損失（△）(千円) △138,501 95,897

 普通株式の期中平均株式数(千株) 10,442 10,393

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

 当期純利益調整額(千円) ― ―

 普通株式増加数(千株) ― 55

 (うち新株予約権)(千株) ― (55)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式の概要

新株予約権３種類（新株予
約権の数451個）。

―

項目
前連結会計年度

(平成23年３月31日)
当連結会計年度

(平成24年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 8,074,246 7,874,861

純資産の部の合計額から控除する金額(千円)

(うち新株予約権) (29,175) (38,620)

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 8,045,070 7,836,240

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(千株)

10,462 10,367

(株)アグレックス（4799）　平成24年３月期　決算短信

- 31 -



該当事項はありません。 

  

当連結会計年度における生産実績をサービス別に示すと、次のとおりであります。（単位：千円）   

 
(注) １．金額は販売価格によっております。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

当連結会計年度における受注状況をサービス別に示すと、次のとおりであります。(単位：千円） 

 
（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

当連結会計年度における販売実績をサービス別に示すと、次のとおりであります。(単位：千円） 

 
（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

開示内容が定まった時点で開示いたします。 

(重要な後発事象)

5. その他

(1) 生産、受注及び販売の状況

①生産実績

サービス
当連結会計年度

(自 平成23年４月１日 
  至 平成24年３月31日） 前年同期比(%)

ビジネスプロセスアウトソーシング 16,878,627 99.8

ソフトウェアソリューション 1,914,823 104.6

システムインテグレーション 9,113,689 105.8

合計 27,907,140 102.0

②受注状況

サービス

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日 

  至 平成24年３月31日）

受注高 受注残高
前年同期比(%) 前年同期比(%)

ビジネスプロセスアウトソーシング 16,420,817 99.3 7,614,003 93.2

ソフトウェアソリューション 1,980,874 103.2 1,463,948 105.7

システムインテグレーション 10,132,931 116.7 3,466,309 147.5

その他システム機器販売等 23,107 89.9 - -

合計 28,557,731 105.1 12,544,261 105.4

③販売実績

サービス
当連結会計年度

(自 平成23年４月１日 
  至 平成24年３月31日） 前年同期比(%)

ビジネスプロセスアウトソーシング 16,977,350 101.1

ソフトウェアソリューション 1,901,896 104.7

システムインテグレーション 9,017,261 104.9

その他システム機器販売等 23,107 89.9

合計 27,919,616 102.5

(2) 役員の異動
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